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１．３ 建設汚泥の処理方法と利用用途 

建設汚泥の処理は、利用用途に応じて様々な方法がある。 

処理土は、適用用途標準により、適用用途に応じた品質区分を決定し、処理を行う。 

 

【解説】 

１）建設汚泥の処理方法と利用用途 

建設汚泥処理土の利用に当たっては、建設汚泥の性状、発生量、利用目的等に応じて、

適切な処理方法を選定する。なお、利用用途例を表１－３－１に示す。 

 

表１－３－１ 主な処理方法と利用用途例＊１ 

処理方法 形 状 主な用途 

高度脱水処理 

（脱水処理含む） 

脱水ケーキ 盛土材、埋戻し材 

安定処理 改良土 盛土材、埋戻し材 

乾燥処理 土～粉体 盛土材 

スラリー化安定処理 スラリー状→固化 盛土材、充填材 

焼成処理 粒状 盛土材、埋戻し材 

高度安定処理＊２ 粒状、塊状 盛土材、埋戻し材 

＊1) 建設汚泥の処理に当たっては、廃棄物処理法等に基づき、適切に処理を行わなければならない。

＊2) 安定処理とプレスの併用、オートクレーブ養生等による強度強化やセメント量の増加により可能

 

２）処理土の適用用途標準 

処理土の利用用途は、土質区分に基づき、表１－３－２に示す建設汚泥処理上の適用用

途標準を目安とする。現状の処理土の土質区分基準では、利用用途に対して○および△に

該当する場合は、高度脱水処理、乾燥処理や安定処理等の土質改良を行うことにより◎に

該当するものとして利用する。 

なお、本適用用途標準はあくまで目安であり、実際の施工に当たっては個々の利用用途

によって詳細に規定されている品質および施工管理に関する基準に従い利用するものとす

る。 
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